
ら医患 り 外
れ療者更感 来新
て機の に染 受型
い関感 、対 診コ
る も染緊策 が ロ
対存が急の 落ナ
応在確事備 ち ウ
も し認態品 込 ィ
多て さ宣購 ん ル
く いれ言入 だ ス
、 る る解が 他が
経 。 と 除経 、医
営こ病後営 コ療
の う院も悪 ロ機 ③ ② ① ン お
立し ス患化 ナ関 ＊ ＊消 ＊清石 ＊ ＊ ＊水 ス役新
て た タ者の 感の 一性消 ■や消毒 用揮掃鹸 臭使血 と汚で 方に型
直状 ッ の主 染経 方が毒七七〇推計毒薬 し発を水 い用液れ物濡 法立コ
し況 フ受な 対営 、 あ薬〇六 . 奨量薬を な性行 、 を す汚難が ら を て ロ
が の が診原 策に 消る の％ . 一の カ の用 い の う市 落るれ く 付し 紹れナ
急中自控因 に深 毒だ濃の九か消 ッ 濃意 。物 販 と 。 を な着た 介ば ウ
務 、宅え と 注刻 薬け度イ か ら毒プ度す 、 の す 落る し布 す と ィ
と 感待が聞 力な の で が ソ ら〇薬を は る シ 石 場 と為た で る思ル
な染機続い す影 濃な高プ八 . ■用 、 ン 鹸 合 す 、場汚 。 い ス
っ の と い て る響 度 く い ロ一五 い殺 ナ ・ に 場出合物 、 が
て第な て い 為を が 、 と パ . ％ て菌 ｜ 中 は 合来は 、 感依
い二 り お る に与 低不 、 ノ四の 正力 ・ 性 、 は る汚血 染然
る波 、 り 。 、 え い経皮｜％次 確に ベ 洗 口 、 だれ液 対猛
。 へ病 、 予て と 済膚ル の亜 に大 ン 剤 内 血け がや 策威
の棟影 定い 、 で障 消塩 希き ジ 等 洗 液早落便 の を
備閉響 入る 期あ害等毒素 釈 く ン を 浄 溶い ち等 為振
え鎖が 院 。 待る等 用酸 す影 ・ 水 剤 解タ難を の る
と も長 ・ 院 し 。 の エ ナ る響 ガ で を 剤イ く 拭 マ う
し余期 予内 た 副 タ ト 。 す ソ 薄 使 や ミ く き ッ 中
て儀化 定感 殺 作 ノ リ る リ め 用 タ ン な取 ト 、
医なす 手染 菌 用 ｜ウ 為 ン た す ン グ っ り レ少
療 く る 術へ 効 が ル ム 、 等 物 る パで た除 ス し
機さ見 を の 果 起 シ は で と ク除 り 去 の で
関れ通 延警 を こ リ 絶 清 効 除去 、 す メ も
に て し 期戒 得 る ン 対 拭 果 去す臭る ン皆 発行
求い の し か る 可 ダ に 前 的 剤る い テ様
め る中 た ら 事 能 ｜ 使 の 。 を 。 が ナ の

て道必 の単世食 え ま な ズバ り 毒気様関 ⑦ ⑥ ⑤ ④
は管要効メ ・ 界店駅る に いバル ブ そ 作剤を の し因 自 ＊面表 ＊ ＊布 ＊ ＊ ＊る希
如理だ果 リ メ で舗や事一水ブ を ル こ 動を一扱てみ 然 ら放 と面 布あ が き両を に特効だ分布ら消布釈 が
何の が的 ッ ン も と 学が般量ル紹九で さ散定いは に 乾 れ置側の が る あ取方一 消に果け に を ず毒を し 出
だ ト 、 な ト テ認様校出的で九介〇 、 せ布時 と他 、 燥 な時面清 乾 。 り っ 向方 毒新が で染強軽薬準た 来
ろ｜豊節を ナ め々等来な水〇す と経 て す間なの エ さ い間を拭 く 、 た に向 薬品得なみ く く を備消 ず
う タ か水有ン ら なの る蛇泡は る言費 お る入る医ア せ 可が⑤が 度 か汚往に を の ら く 込絞絞十す毒 、
か ルなが し ス れ場公 。口を独 。 う削 く 際れが療マ る 能短の終 に え染復動 馴布れ 、 ん り る分る液 感
。 サ経可て不た所共 の作自 節減 事に替 、機 ッ 性い手わ ④ っ物さ か 染はな急で過 に に 染
ポ験能い要こ で施 十 り の 水の で エ え窓器ト が と 順 っ の て を せ し ま絞い速い ぎ 吸 布 の
｜ と か る と の高設 分出真 の選 対ア る を や レ あ 、 に た 工 感再て て せ る可に な た 着 を 危
ト確 ど 。利技い を の し空 概択 応マ際開一ス る十て ら 程 染び清 、 る前能乾い り さ 浸 険
を か う 用術節は 一 、技 念肢 出 ッ や け般内 。分清三 を を付拭清 必に性燥 と 、 せ し 性
御なか 者は水じ 程洗術 を の 来ト 、 て の部 な拭分 繰 広着す拭 要 、 が し 、布 た 、 が
検技の に 、効め 度浄に 覆一 る レ部部生の 殺消間 り げ さ る消 が布あ て ム に 布 清 あ
討術事 と取果 、 の力よ す つ 。 ス屋屋活消 菌毒放 返 る せ と毒 あ全る十ラ消 は 拭 る
さ を前 っ り を工 水は っ 超 と を全全用毒 効す置 す 可る 、 す る体 。分が毒 、 に 。
れ持審 て付実場 量そ て 節し 通体体品方 果る し 。 能危一る 。 に な生薬 強 使
て つ査 多け現や に の 、 水て 常に の と 法 が 、 性険旦 十 殺じ が く 用
み水は く 簡し飲 抑ま少 ノ 、 通消空同に 得 裏 が性拭 分 菌る十 絞 す

張営 ご す紹ま賀 で身た事 ま す共者で大 る い り る風乾る百た し て を熱な仮が濯る は を弊い ル団マ
っ 業 こ一の介す屋全す近こ を お な事に の闘防新 。湿 、為の燥が ボ出て次い用処 く に ら仕が 、先紹社て で の ッ 現
て ワ れ読で し！は て 。 に の知客 い が 、皆 っ止型 度ダ 、温さ 、 ル張は に る い理 と洗の上代配ず介で い実消ト在
参ン か く 、 て と こ は 感企 っ様 。出少様い の コ に二殺度せ布ト サ 、掛 。 た を も浄洗が替送マ し協る施毒レ 、
り チ ら だ お い い ん お じ画て に 来し に る為ロ 戻や菌は る団の｜布布 ガ施専機浄 り品エ ッ た力 。出が ス病
ま｜も さ時き う な客 て 、頂も れで敬病に ナ す カ ・ 九事を電ビ団団 ス し用種消品を リ ト い出そ来満や院
すム工い間た事努様 頂よ く っ ば も意院 、 ウ 事ビ殺〇が短源ス乾 ・ 消た乾に毒 と用ア レ 。来 こ て足掛 ・
！ と場 。 の い を力の け り 為 と と 負を ・ 日 ィ が の虫度出時が が燥敷 毒後燥対が入意に ス る で い の布施
な ・ あ と ど を為 た伊に伊 願担表施々ル 可生効に来間必可車布 を に機応可れ し限に サ 、 な行団設
っ事 る思ん し に ら賀始賀 っ を す設最ス 能息果も る で要能を団 実オ に し能替順 リ 関 ｜最い く ・ 様
て務 時い ど て 、 幸屋ま屋 て減る関前の で し が達 。高に だ用に 施ゾ よ て だ え次が し ビ後 と レ敷で
頑 ・ に ま ん い伊 い を っ の や ら と 係線拡 あ辛あす熱温な 。 い関 し ン る い 。 な洗あ て ス に聞べ布は
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伊賀屋からの知らせ

洗濯物分別・分類のお願い

リネンサプライ　リース品、返却のお願い

・リネンバッグの中に施設様の備品・利用者様の私物、様々な混入品を確認しております

・『施設様の名前』が記入してあると返却出来ます

・体交枕やベッドパッド、シーツといった私物品が多いです

・弊社では不明品をお預かりしてから１ヶ月間保管しております

不明品お預かりしてます
施設様で無くなっている『モノ』はございませんか？？

『製品の納品遅れ』でご迷惑をお掛けしてませんか？？

第　9　号 2020年　7月　1日

リネンサプライ『リース品は弊社の資材』です

・リネンバッグ（注）の中に他の製品が混入していると、製品の紛失や納期遅れの原因となってしまいます

・仕分する設備が無い、仕分するスペースが無い等、お困りの施設様は

　弊社営業にご相談ください

・施設様に良いアイデアがございましたら、弊社営業にお申し付けください

　（注）洗濯物回収袋として使用している、コの字型のラックに掛けている、主に青色の袋の事です

・汚れ、破れ等で明らかに製品にならないと思った場合でも、弊社に返却をお願い致します

・製品基準を満たさない製品は工場で数をカウントして除却しております

・その除却数を製品補充の目安としております


